
16くらし塾 きんゆう塾 2022年夏号

コ
ロ
ナ
禍
で
高
ま
る

地
方
移
住
へ
の
関
心

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
テ
レ
ワ
ー
ク
が

普
及
し
た
今
、
通
勤
に
便
利
な
首
都
圏
か
ら

地
方
へ
と
住
替
え
を
検
討
す
る
人
が
増
え
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
２
０
２
１
年
に
内
閣
府

が
発
表
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
下
に
お
け
る
生
活
意
識
・
行
動
の

変
化
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
東
京
圏

に
暮
ら
す
人
で
地
方
移
住
に
関
心
が
あ
る
人

（「
強
い
関
心
が
あ
る
」、「
関
心
が
あ
る
」、「
や

や
関
心
が
あ
る
」
の
合
計
）
は
増
え
続
け
、

直
近
の
２
０
２
１
年
９
＿
１０
月
の
調
査
（
全
年

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
に
考
え
る

「
移
住
」と
い
う
選
択
肢

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
柔
軟
な
働
き
方
）
の
普
及
に
よ
り
、
私
た
ち
の
働
き
方
や
暮
ら
し
方
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
通
勤
回
数
が
減
り
、
都
会
に
住
む
メ
リ
ッ
ト
が
薄
れ
た
こ
と
で
、
よ
り
快
適

な
住
環
境
を
求
め
地
方
移
住
を
志
向
す
る
人
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
（
新
常
態
）
の
時
代
を
迎
え
た
今
、
地
方
移
住
の
実
態
と
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

（出所）内閣府「第４回 新型コロナウイルス感染症の影響下における
生活意識・行動の変化に関する調査（令和3年）」を基に作成

【図表１】地方移住への関心（東京圏在住者）
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※東京圏：東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県
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齢
）
で
は
、
コ
ロ
ナ
前
（
２
０
１
９
年
12
月

調
査
）
よ
り
約
9
ポ
イ
ン
ト
上
昇
す
る
な
ど
、

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
【
図
表
１
】。
と
く
に
若
年
層
の
関
心
が
高

く
、
20
歳
代
で
は
44
・
９
%
と
、
半
数
近
い

人
が
「
関
心
が
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

実
際
、
総
務
省
が
発
表
し
た
２
０
２
１
年

の
住
民
基
本
台
帳
の
人
口
移
動
報
告
に
よ
る

と
、
東
京
都
の
転
入
超
過
数
は
５
４
３
３
人

と
過
去
最
少
に
、
東
京
23
区
で
は
２
０
１
４

年
以
降
初
め
て
転
出
者
数
が
転
入
者
数
を
上

回
り
ま
し
た
（
転
出
超
過
）。
コ
ロ
ナ
禍
で
移

動
が
制
限
さ
れ
東
京
へ
の
転
入
者
数
が
減
っ

た
と
い
う
要
因
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
普
及
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
都
心
部
か
ら

出
て
行
く
人
が
増
え
た
こ
と
が
推
測
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
転
入
者
が
増
加
し
た
の
は
、
つ
く

ば
市（
茨
城
県
）や
小
山
市（
栃
木
県
）な
ど
、

都
心
か
ら
50
㎞
〜
１
０
０
㎞
圏
内
の
自
治
体

が
中
心
で
す
。
軽
井
沢
町
（
長
野
県
）
や
上

越
市
（
新
潟
県
）
な
ど
、
１
０
０
㎞
を
超
え

た
エ
リ
ア
に
移
り
住
む
人
も
増
え
て
い
ま
す

が
、
新
幹
線
駅
が
あ
る
な
ど
、
東
京
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
担
保
さ
れ
た
地
域
が
多
い
よ
う
で

す
【
図
表
２
】。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
定

着
で
毎
日
通
勤
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
人

が
、
仕
事
場
を
兼
ね
た
広
く
快
適
な
住
環
境

と
、
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ
た
地
域
で
の
暮
ら
し
を
選
択
し
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
ま
す
。

地
方
移
住
に
際
し
て

準
備
す
る
べ
き
こ
と

こ
の
よ
う
に
地
方
移
住
へ
の
関
心
は
高
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
移
住
す
る
に
は
乗
り

越
え
る
べ
き
ハ
ー
ド
ル
が
い
く
つ
か
あ
る
よ

う
で
す
。

先
に
示
し
た
内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、

東
京
圏
在
住
で
移
住
に
関
心
が
あ
る
人
が
移

住
に
あ
た
っ
て
持
つ
懸
念
と
し
て
、「
仕
事
や

収
入
」
と
答
え
る
人
が
圧
倒
的
に
多
く
、「
人

間
関
係
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」、「
買
い
物

や
公
共
交
通
等
の
利
便
性
」
が
続
い
て
い
ま
す

【
図
表
３
】。
移
住
に
際
し
て
は
、
こ
う
し
た

懸
念
を
で
き
る
限
り
低
減
・
払
拭
さ
せ
て
お

く
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
や
生
活
コ
ス
ト
の
安

さ
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
田

舎
暮
ら
し
へ
の
漠
然
と
し
た
憧
れ
を
抱
い
て

移
住
先
を
探
す
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

地
方
移
住
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
移
住

で
何
を
実
現
し
た
い
の
か
、「
目
的
」
を
は
っ

き
り
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

移
住
先
で
地
域
貢
献
に
繋
が
る
仕
事
を
し

た
い
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
働
き
な
が
ら
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
し
た
い
、
農
家
に

転
身
し
て
自
然
豊
か
な
環
境
で
暮
ら
し
た
い

な
ど
、
目
的
に
よ
っ
て
移
住
す
る
候
補
地
や

収
集
す
べ
き
情
報
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。【
図

表
4
】
を
参
考
に
、
移
住
に
向
け
た
基
本
的

な
プ
ロ
セ
ス
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

目
的
を
決
め
た
ら
、
地
場
産
業
の
復
興
な

（出所） 内閣府　「第４回 新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動
の変化に関する調査（令和3年）」を基に作成

【図表３】地方移住にあたっての懸念（東京圏在住で地方移住に関心がある人）
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【図表４】移住するまでのステップ

（出所）監修者作成

step1
目的を
決める

地方移住で実現したい目的を明
確にして、移住先に求める条件
やライフスタイルを考える。

step2
情報収集

全国の自治体情報を一覧できる
サイトや移住相談窓口で情報収
集。お試し居住などを体験。

step3
仕事を
探す

ハローワークのインターネットサ
ービスや、自治体の移住相談窓
口などを活用して求職活動を。

step4
住まいを
見つける

勤務地や生活条件に合わせて住
まい探し。家賃や引っ越し代の
補助制度についても調べる。

【図表２】転入者が増加した自治体（関東財務局管内1都9県を対象）

東京
山梨

群馬

栃木

茨城

千葉

神奈川

埼玉

100ｋｍ

さいたま市
+2,344 人

横浜市
+1,156 人

練馬区
+2,820 人

杉並区
+1,173 人

大和市
+1,342 人

渋谷区
+841人

川崎市
+3,220 人

千葉市
+1,218 人

柏市
+1,411 人

中野区
+1,787 人

2018 年→2019 年

50ｋｍ

東京山梨

群馬

栃木

茨城

千葉

神奈川

埼玉

100ｋｍ

50ｋｍ

三鷹市
+567人

江東区
+2,627 人

小金井市
+791人

相模原市
+758人

上尾市
+416人

小山市
+450人

つくば市
+587人

八千代市
+1,048 人

習志野市
+580人

2019 年→2020 年

軽井沢町
+446人

（出所） 財務省関東財務局ホームページ「経済調査レポート（コロナ禍における管内の
人口移動）」を基に作成

2018年から2019年では転入が都心部に集中してい
るのに対し、2019年からコロナ禍の2020年にかけ
ては50㎞圏外へと変化。軽井沢町など100㎞圏外の
自治体でも転入者が増えている。

1位 江東区（東京都）
2位 八千代市（千葉県）
3位 小金井市（東京都）
4位 相模原市（神奈川県）
5位 つくば市（茨城県）
6位 習志野市（千葉県）
7位 三鷹市（東京都）
8位 小山市（栃木県）
9位 軽井沢町（長野県）
10位 上尾市（埼玉県）

甲府市（山梨県）＋424人

都心から100ｋｍ圏外

軽井沢町（長野県）＋446人
上越市（新潟県）　＋229人
川上村（長野県）　＋229人
前橋市（市域の一部）
　　　　（群馬県）＋142人

都心から100ｋｍ圏外

2018年→2019年

2019年→2020年

1位 川崎市（神奈川県）
2位 練馬区（東京都）
3位 さいたま市（埼玉県）
4位 中野区（東京都）
5位 柏市（千葉県）
6位 大和市（神奈川県）
7位 千葉市（千葉県）
8位 杉並区（東京都）
9位 横浜市（神奈川県）
10位 渋谷区（東京都）
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ど
地
域
お
こ
し
に
力
を
入
れ
て
い
る
自
治
体
、

就
農
支
援
の
制
度
が
充
実
し
て
い
る
自
治

体
、
首
都
圏
と
行
き
来
し
や
す
い
テ
レ
ワ
ー

ク
に
便
利
な
地
方
都
市
な
ど
、
仕
事
や
生
活

に
直
結
す
る
条
件
で
移
住
先
の
候
補
を
絞
り

込
み
ま
す
。

海
の
近
く
、
雪
の
降
ら
な
い
地
域
な
ど
、

自
身
が
望
む
自
然
環
境
も
踏
ま
え
つ
つ
、
ま

ず
は
自
治
体
の
情
報
を
一
覧
で
き
る
移
住
情

報
サ
イ
ト
な
ど
を
閲
覧
し
て
、
条
件
に
合
っ

た
移
住
地
を
探
し
ま
す
。
自
治
体
に
よ
っ
て

は
、
気
候
風
土
な
ど
の
基
本
情
報
は
も
ち
ろ

ん
、
地
元
企
業
の
求
人
や
空
き
家
情
報
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
い
る
の

で
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

仕
事
探
し
で
は
、
ぜ
ひ
と
も
活
用
し
た
い

の
が
東
京
と
大
阪
に
1
カ
所
ず
つ
設
置
さ
れ

た
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
「
地
方
就
職
支
援
コ
ー

ナ
ー
」
で
す
。
全
国
５
４
４
カ
所
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
、
移
住
希
望
地
の
求
人

や
就
職
イ
ベ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
情
報

を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
大
都
市
圏
に
居
住
す
る
方
が
地
方

移
住
を
検
討
す
る
場
合
、
一
度
は
足
を
運
び

た
い
の
が
、
東
京
に
あ
る
「
ふ
る
さ
と
回
帰
支

援
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
各

道
府
県
が
出
先
機
関
と
し
て
移
住
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
お
り
、
地
元
企
業
と
も
密
接
に

繋
が
っ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
で
し
か
得
ら
れ
な

い
求
人
情
報
を
紹
介
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
自
治
体
の
支
援
制
度
や
住
宅
情
報

な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
就
業
や
起
業
の
き
っ
か

け
に
も
な
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
お
試
し

居
住
施
設
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

移
住
体
験
ツ
ア
ー
で
は
、
地
域
住
民
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
気
候
・
風
土
、
生
活
・
子

育
て
環
境
、
近
所
づ
き
あ
い
、
交
通
事
情
な

ど
現
地
の
情
報
を
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ

う
し
た
機
会
を
と
ら
え
て
、
当
地
に
先
に
移

住
し
た
人
に
直
接
話
を
聞
く
機
会
を
つ
く
る

こ
と
も
大
事
で
す
。
移
住
し
て
良
か
っ
た
点

だ
け
で
な
く
、
苦
労
し
た
こ
と
や
、
移
住
前

に
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
情

報
も
聞
い
た
う
え
で
、
移
住
後
の
暮
ら
し
を

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
う
し
た
移
住
に
役
立
つ
相
談
窓
口

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
を
ま
と
め
た
の

で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
【
図
表
５
】。

地
方
移
住
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

支
援
金
や
制
度

実
際
に
移
住
し
て
生
活
が
軌
道
に
の
る
ま

で
は
、
引
越
し
や
住
み
替
え
時
の
住
宅
、
自
動

車
の
購
入
費
用
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
費
用
が
か

か
り
ま
す
。
移
住
に
際
し
発
生
す
る
こ
う
し
た

負
担
を
軽
減
し
て
移
住
を
促
進
す
る
た
め
に
、

国
や
地
方
自
治
体
の
多
く
が
支
援
金
や
補
助

金
、サ
ポ
ー
ト
制
度
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

国
の
代
表
的
な
支
援
金
制
度
が
、
政
府
の

地
方
創
生
に
関
わ
る
事
業
と
し
て
２
０
１
９
年

か
ら
６
年
間
を
目
処
に
実
施
さ
れ
て
い
る
「
移

住
支
援
金
」、「
起
業
支
援
金
」
の
制
度
で
す

【
図
表
６
】。
東
京
23
区
に
在
住
ま
た
は
通
勤
す

る
人
が
東
京
圏
外
へ
移
住
し
て
就
職
し
た
場

合
は
最
大
１
０
０
万
円
の「
移
住
支
援
金
」が
、

起
業
し
た
場
合
は
加
え
て
最
大
２
０
０
万
円

の
「
起
業
支
援
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
か
ら
は
「
移
住
支
援
金
」
の

対
象
が
拡
充
さ
れ
、
転
職
せ
ず
移
住
前
と
同
じ

仕
事
を
テ
レ
ワ
ー
ク
で
継
続
す
る
人
も
対
象
に

な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
支
援
金
も
対
象
と
な

る
求
人
や
起
業
に
条
件
が
あ
る
の
で
、
詳
し
く

 地方移住に関わる情報発信拠点で、今年
20周年を迎える。44都道府県1政令市の窓
口を設置し、仕事から住まい探しまで移住
に関するあらゆる相談に対応する。2021
年は過去最多となる約5万件の移住相談
があり、移住セミナーも562回開催され
た。
●ふるさと回帰支援センター
　https://www.furusatokaiki.net/
　 東京都千代田区有楽町2-10-1東京交通
会館8階

  地域の魅力や仕事、空き家、地域おこし
協力隊の紹介など、移住や地域交流に関
わるさまざまな情報を発信するポータル
サイト。相談員が窓口で対応してくれる
「移住・交流情報ガーデン」では、イベ
ントやセミナーも随時開催される。
●ニッポン移住・交流ナビ
　https://www.iju-join.jp/
●移住・交流情報ガーデン
　 東京都中央区京橋1-1-6越前屋ビル1階

 東京圏、大阪圏に居住する人で、地方企
業や農林水産業へ就職を希望する人の就
職支援をするコーナー。東京と大阪に1
カ所ずつ設置されている。
●ハローワーク飯田橋交通会館分室
　 東京都千代田区有楽町2-10-1東京交通
会館8階
　ふるさと回帰支援センター内
●ハローワークプラザ難波
　 大阪府大阪市中央区難波2-2-3御堂筋
グランドビル4階
●ハローワークインターネットサービス
　https://www.hellowork.mhlw.go.jp/

 LO活とは「Local＋就活」の意で、若年
層の地方就職をサポートする厚生労働省
のプロジェクト。全国46の道府県、200
以上の学校と連携し、就職に特化した情
報を発信している。求人や地方企業、助
成・支援制度などの情報を各道府県別に
検索できて便利。個別相談やセミナーな
ども開催されている。
●LO活
　https://local-syukatsu.mhlw.go.jp/

（出所）監修者作成

【図表５】移住に役立つサポート機関・WEBサイト
移住全般に関わるサポート

NPO法人ふるさと回帰支援センター ニッポン移住・交流ナビ

ハローワーク地方就職支援コーナー LO活

地方就職に関わるサポート

【図表６】移住することで受け取れる支援金例 
支援金名 移住支援金 起業支援金

金額 最大100万円（世帯の場合）
  最大60万円（単身の場合） 最大200万円

条件

・移住直前10年間で通算5年以
上かつ直近１年以上東京23区内
に在住または通勤
・東京圏外へ移住し、移住先で
①支援金対象の中小企業等へ就
職②テレワークにより移住前の
業務を継続③地域で社会的起業
のいずれかなどを実施

・新たに起業する場
合、①東京圏以外で起
業する②国の交付決定
日以降、個人開業届ま
たは法人設立③起業地
に居住（①～③をすべて
満たすことが必要）な
ど

（出所） 内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局・内閣府地方創
生推進事務局ホームページを基に監修者作成

※東京圏：東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県 （条件不利地域を除く）
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は
、
内
閣
府
の
地
方
創
生
サ
イ
ト
（https://

w
w
w
.chisou.go.jp/sousei/shienkin_

index.htm
l

）
な
ど
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
、
自
治
体
ご
と
に
住
宅
、
子
育

て
、
就
労
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度

が
あ
り
、
国
の
制
度
と
併
用
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
10
年
以
上
の
定
住
で
、
住
宅
取
得
費

が
最
大
４
０
０
万
円
補
助
さ
れ
る
福
島
県
喜

多
方
市
や
、
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
が
最

大
5
0
0
万
円
補
助
さ
れ
る
愛
媛
県
大
洲
市

な
ど
、
住
宅
支
援
に
力
を
入
れ
る
自
治
体
が

多
く
あ
り
ま
す
。

就
労
支
援
と
し
て
は
、
農
林
水
産
省
が
就

農
支
援
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
各
道
府
県
の

農
業
大
学
校
で
就
農
研
修
を
受
け
、
要
件
を

満
た
し
た
人
を
対
象
に
、
最
長
2
年
間
、
年

間
最
大
１
５
０
万
円
を
支
給
す
る
な
ど
、
手

厚
い
支
援
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

企
業
へ
の
就
職
支
援
と
し
て
は
、
週
末
を
利

用
し
た
地
元
企
業
へ
の
訪
問
に
補
助
金
を
支

給
す
る
福
井
県
福
井
市
の「
週
末
就
活
」な
ど
、

ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。

支
援
金
や
補
助
金
の
要
件
は
自
治
体
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
の
で
、
移
住
候
補
地
を

絞
り
込
む
際
に
は
こ
う
し
た
自
治
体
の
制
度

を
よ
く
調
べ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

移
住
前
に
考
え
て
お
き
た
い

収
入
と
支
出
の
変
化

実
際
に
移
住
す
る
前
に
は
、
収
入
と
支
出

に
つ
い
て
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

収
入
に
つ
い
て
は
、
地
方
移
住
す
る
と
下
が

る
ケ
ー
ス
も
多
い
た
め
、
移
住
に
二
の
足
を

踏
む
人
も
多
く
い
ま
す
が
、
支
出
も
含
め
た

収
支
全
体
で
考
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

支
出
に
つ
い
て
は
、
移
住
地
の
環
境
に
影

響
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
が
実
情
で
す
。
例

え
ば
、
交
通
の
便
の
悪
い
地
域
で
あ
れ
ば
一
家

に
複
数
台
の
車
が
必
要
と
な
り
、
支
出
が
か

さ
む
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
学
校
の
少
な

い
エ
リ
ア
で
あ
れ
ば
、
学
費
以
外
に
高
校
や

大
学
に
進
学
す
る
際
の
下
宿
代
を
見
込
ん
で

お
く
必
要
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ま
と
ま
っ
た
支
出
だ
け
で
な
く
、
毎

月
か
か
る
生
活
コ
ス
ト
の
確
認
も
必
要
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
都
心
か
ら
地
方
へ
の
移
住
を
考

え
て
い
る
Ａ
さ
ん
を
例
に
、
移
住
前
と
後
の

生
活
費
を
比
較
し
て
い
き
ま
す
【
図
表
７
】。

ま
ず
、
移
住
先
の
エ
リ
ア
の
家
賃
帯
を
検

索
し
、
住
居
費
は
現
在
の
半
分
に
な
る
と
想

定
し
て
い
ま
す
。
食
費
は
、
下
調
べ
し
た
生

鮮
食
品
の
値
段
と
、
外
食
を
減
ら
す
こ
と
も

想
定
し
て
、
２
万
７
０
０
０
円
減
。
日
用
品

費
は
据
え
置
き
と
し
、
交
通
・
通
信
費
は
、

通
勤
や
買
い
物
な
ど
日
常
生
活
の
移
動
に
車
を

使
う
こ
と
を
考
え
、
１
万
円
増
と
し
ま
し
た
。

地
方
で
予
想
外
に
か
さ
む
こ
と
が
あ
る
の

が
水
道
光
熱
費
で
す
。
都
心
よ
り
も
広
い
家

に
移
り
住
み
冷
暖
房
費
が
上
が
る
こ
と
や
、

地
方
で
主
流
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
割
高
で
あ

る
と
い
っ
た
こ
と
を
加
味
し
、
５
０
０
０
円

増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
に
、
そ
の
他

の
支
出
や
税
金
・
社
会
保
険
料
を
考
慮
す

る
と
、
都
心
に
住
む
今
よ
り
も
、
支
出
は

8
万
４
０
０
０
円
減
る
計
算
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
A
さ
ん
の
場
合
、
移
住
後
の
収

入
が
９
万
５
０
０
０
円
減
と
、
支
出
の
減
少
以

上
に
減
る
想
定
の
た
め
、
黒
字
は
維
持
で
き
ま

す
が
、
収
支
は
今
よ
り
も
厳
し
く
な
る
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。
住
居
費
は
大
幅
に
減

る
も
の
の
、
光
熱
費
や
交
通
費
が
増
え
る
た
め

生
活
費
が
思
っ
た
ほ
ど
安
く
な
ら
な
い
と
い
う

の
は
、
あ
り
が
ち
な
落
と
し
穴
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
方
は
生
活
費
が
安
い
と

い
う
思
込
み
で
移
住
す
る
と
、
後
々
移
住
を

後
悔
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
毎
月

の
固
定
費
が
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
か
と
い

っ
た
情
報
を
事
前
に
収
集
し
、
移
住
先
の
収

入
で
支
出
が
ま
か
な
え
る
の
か
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
ま
し
ょ
う
。

移
住
に
伴
う
リ
ス
ク
に
備
え

「
想
定
外
」
を
「
想
定
内
」
に
す
る

移
住
は
生
活
拠
点
を
変
え
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
相
応
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
リ
ス
ク
へ
の
備
え
も
大
事
で
す
。
例
え

ば
、
仕
事
や
地
域
と
合
わ
ず
再
移
住
せ
ざ
る

を
え
な
く
な
る
場
合
に
備
え
て
、
生
活
費
の

３
〜
６
カ
月
分
の
お
金
と
転
居
費
用
を
蓄
え

て
お
く
こ
と
や
、
地
域
と
の
相
性
を
確
認
で

き
る
ま
で
、
賃
貸
で
様
子
を
見
る
と
い
っ
た

こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
さ
か
の
事
態
に
備
え
、
移
住
の
「
想
定

外
」
を
移
住
前
に
「
想
定
内
」
に
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

監修
中里邦宏  （なかざと・くにひろ）

ファイナンシャル・プランナー（CFP®）、日本証券
アナリスト協会検定会員、1級ＤＣプランナー。移住
家計コンサルタントとして地方移住に関するアドバ
イスを行う。

藤波 匠  （ふじなみ・たくみ）
日本総合研究所調査部上席主任研究員。主として地
方再生、人口問題の研究に従事。著書に日本経済新
聞出版社『人口減が地方を強くする』、『地方都市再
生論　暮らし続けるために』など。

【図表７】移住前後の家計比較

（出所）日本FP協会発行「『地方移住』で気になるお金の話」を 基に作成

項目 移住前/月 移住後/月
収入 給与収入（額面） 320,000円 225,000円

支出

住居費等 90,000円 45,000円
生活費合計 142,000円 125,000円

生
活
費
内
訳

食費 67,000円 40,000円
日用品 7,000円 7,000円
交通・通信費 17,000円 27,000円
水道光熱費 15,000円 20,000円
その他 36,000円 31,000円

税・社会保険料 63,000円 41,000円
支出合計 295,000円 211,000円

収支（収入ー支出） 25,000円 14,000円

Aさん（会社員・30歳）、妻（専業主婦・30歳）、長男1歳の例

△95,000円
△45,000円
△17,000円
△27,000円

＋10,000円
＋5,000円
△5,000円
△22,000円
△84,000円
△11,000円
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